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26)  奥寺 敬．緊急度度判定支援システムとフィジカルアセスメント．沖縄県第 3 回緊急度判定支援システム研修会；
2014 Oct 26；那覇． 
27)  奥寺 敬．緊急度度判定支援システムと医療連携．福岡県第 4 回緊急度判定支援システム研修会；2014 Oct 28；福
岡． 
28)  奥寺 敬．緊急度度判定支援システムとフィジカルアセスメント．長野県第 2 回緊急度判定支援システム研修会；
2014 Oct 30；松本． 
29)  頭川峰志．10 年目のカルテ DOCTOR-ASE．日本医師会発行．2014：Oct． 
30)  奥寺 敬．シミュレーション研修の最新の動向．平成 26 年度群馬県神経蘇生研修会；2014 Nov 22；前橋． 
31)  奥寺 敬．東日本大震災以降の医療機器開発の動向．日本医療機器販売業協会 平成 26 年度スキルアップセミナー；
2014 Nov 24；金沢． 
32)  奥寺 敬．地域医療連携と緊急度度判定支援システム．鳥取県第２回緊急度判定支援システム研修会；2014 Dec 20；
米子． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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